HENTOLT

U g gR—a—
AXILTYTHHESR
ZEERH



No.1

[FLHIZ

s COTBAY S LIFRBIEY R—F—DHERRIC
L’Cb\i'd’

o Hhist CEREEZIELCEREL, #EMNTDLLTHE
,%’C%éimﬂzo(u%bﬂ%ibotoo

c H(EBEZLAVEEIHYEEA,

i DIEEE —HITE R PRIEEY BB GE
BLTLKEA A TS

I

e ZTDI=-HNDE—


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、このプログラムは認知症サポーターとなってオレンジリングをお持ちの方を対象としています。
地域で認知症を正しく理解し、誰もが安心して生活できる地域づくりをしていきましょう。
難しく考える必要はありません。
地域の課題を一緒に考え、仲間を作り無理なく活動していく事が大切です。
今日がそのための第一歩です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、早速自己紹介から始めましょう。
２人一組、または３人一組になってください。
お互いに名前、趣味や気になる事を伝え合ってください。
それをご本人に成り代わってグループのメンバーに紹介しあいましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そろそろ、自己紹介を終わってください。

今度は認知症について少し復習です。
　今我々が住んでいる地域における現状と将来についてご紹介します。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
（人口推計・高齢化率・一人世帯高齢者数等）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後我が国は人口が減少しますが高齢化率は他国に例を見ないほど急速に増大します。
特に就労人口の減少が著しく社会を支える人も減ると予想されています。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は、認知症をお持ちの方の数を5年ごとに推計したものです。
高齢化率が増大する事で認知症高齢者の数も増えると予測されています。
行政や専門職だけでは支えきれず地域のみんなで考え支えていく事が大切です。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、年齢階層毎の認知症高齢者の割合です。
高齢になるにしたがって認知症高齢者の割合が多くなる事が分かります。
つまり長く生きることで認知症に罹患する確率は高まります。
日本人の平均寿命は男性約80歳で、女性は87歳です。（2014年：男性80.5歳、女性86.83歳）
長く生きる日本人にとって誰もが罹る病気として皆で考えていく必要があるのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に我々の地域での現状での取り組みをご紹介します。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
（認知症ケアパス・取り組み写真・相談先）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国は認知症施策推進総合戦略の中で認知症高齢者等にやさしい地域づくりを奨励しています。
いわゆる新オレンジプランと言いますが、多様な生活支援・介護予防サービスが利用できるような地域づくりを推進します。
その一環としてボランティアなどの養成や地域資源の開発とそのネットワーク化をはかっていきます。
社協さんが行っているいきいきサロンなどもこの生活支援に入りますね。
また安全の確保として地域での見守り体制の整備も必要となります。
これらの事を県や各市町村それに皆様のような意識の高い住民さんと一緒に作っていく事が求められています。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、認知症の方が安心して地域で生活できるように認知症ケアパスの整備も推奨されています。
これは、厚労省の方で提示されている概念図です。
認知症について不安が有ったり気が付いたら地域包括支援センターに相談します。
そうすると認知症初期集中支援チーム員が、ご相談にのったり、ご自宅にお伺いします。
医学的な必要があれば、かかりつけ医や認知症疾患医療センターにつないでいきます。
また介護の必要性があればケアマネージャーに引き継いで途切れの無い対応を展開する仕組みが想定されています。

【ご活用地域の状況に差し替えてください】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さてここまで認知症の現状と将来、それに対する公的なサービスをご紹介しました。
次に、認知症について地域でのイメージについて考えていただきたいと思います。
認知症といえばどんな印象が有るでしょうか？また地域の雰囲気はいかがでしょうか？
　これからマンガをご覧いただき一緒に考えてみましょう。

【３つのシナリオを用意してあります。地域の状況に合わせて一つ提示してください。】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちなみに地域でこのような光景を見聞きする事はありませんでしょうか？
　お友達とのおしゃべりの中で亡くなったお父さんを探して外出行動されている方を追いかけているお嫁さんを見かけた状況を説明している場面です。
セリフを読む





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
だけど自分も探し物が多くなり心配になって受診したら初期の認知症だと診断されてしまいます。
自分が認知症になったらお終いだと思っていた状態に、自らがなって落ち込んでしまう。
このほかにも認知症にまつわるエピソードをお持ちの方もおられるかもしれませんね。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はる：あきちゃん、おばあちゃんの財布知らない？
あき：知らないよ！またあ~
はる：何！その口の聞き方は！！あなたに修学旅行の餞別あげようと思っていたのに。
あき：本当？ラッキー。それなら探そうっと！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
花子：ただいま、あら２人で何しているの？
はる：あきちゃんに、修学旅行の餞別あげようと思って財布さがしていたのよ。
花子：あきに？餞別？
花子：修学旅行はとっくに終わったでしょう。またわけのわからないこと言って・・・！また財布無くしたんでしょう！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
あき：おばあちゃん、ほら！あった！どうして冷蔵庫に入れたの？
はる：（花子に向かって）あんたでしょう？隠したんでしょう？
花子：私？今帰ってきたところだよ。どうして私がそんなところに入れないといけないの？おばあちゃんしかそんなところに入れないでしょ！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はる：そんなこと言うんだったらあなた達にはお金あげないわよ！
あき：えー、さっきくれるって言ったじゃない！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はる：おじいちゃん、今日は何日かな？
竹蔵：ああ？２１日だ（投げやりに）
はる：ほう。（少し間をおいて）おじいちゃん今日は何日だい？
竹蔵：２１日だよ。今言ったでしょう！わからないのか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はる：あら、２１日か・・・。それならお祭りのお金を集める日だね。
竹蔵：そうか。いいよ、俺が行く！あんたはどうせ行ってもわけが分からないだろ。
はる：何言ってるのよ。あんたよりはずっとわかるわよ！私が行ってくる。なんだろう、私を馬鹿にして！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はる：ただいま。おじいちゃん、今日は何日だい？
竹蔵：２１日だよ。どうしたんだ、何回も何回も同じ事聞いて？
はる：そんなに何回も聞いたっけ？２１日か、それならお祭りのお神酒を買ってこないといけないと思ってさ。

はなこ：あらあらどうしたの？あんまり喧嘩しないで。それより、お神酒もいいけどお祭りの集金できた？さっき集めに行ったでしょう？
はる：私？集めに行ってないよ。
竹蔵：おや、何言っているの。さっき「私が行く」と言って行ってきたじゃない。それならこれは何なの？
はる：そんなの私知らないわよ。おじいちゃんの前に集金の袋があるんだからおじいちゃんが行ってきたんじゃないの？
竹蔵：何言ってるんだよ！あんたが行ってきたでしょう！
はなこ：まあ、まあ。ここに集金した袋があるから中身を確認してみましょう。何円あればいいの？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はなこ：あら、金額が合わないね。お釣り間違ってきたんじゃないの？足りないわよ。
竹蔵：あら、情けない。お金を数えることも出来ないのか？
はなこ：こうなるんだから、おじいちゃんが集めに行ってくれればよかったのに。
竹蔵：俺が行くって言ったのに、婆さんが自分で行くって勝手に出て行ったんだよ。このバカ婆さん。役に立たなくなって！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様いかがだったでしょうか？
　スライドを見てどう思ったかをみんなで話し合いましょう。
また認知症についてのイメージや見たり聞いたことなどを話し合ってください。
最初の2分程度、自分で付箋に書いてみましょう。
それを順番に発表しながら模造紙に張り付けていきます。
そででは、はじめてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
盛り上がってきましたね。
ここで2グループ程度、どんな意見が出たのか発表していただきましょう。

【参加数（グループ数）と進行具合によって発表数を調整してください。】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有難うございました。
次は、認知症サポーターに期待されることについて振り返りましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症サポーターは認知症を理解し、地域の中で認知症の人や家族をできる範囲内で見守り支援していただけるよう期待されています。
具体的な役割としては①各生活場面で直接サポート。声掛けなどですね。
②様々な社会資源との窓口となる事。これは、身近な方から相談を受けましたら地域包括支援センターにつないでいただければと思います。
③まちづくりの担い手として期待されています。


SO AIAE Y IR— 5 —DRRE

s cHOESLDIES ~ ~
‘ SLBIEES) 1,555 6005 A

- HALYTTS5>Y 800H A
(EH29FERE)

SOAE(CIT I BIBAENRED, REBALERN GO

i
R AERNB - - -
+ BERRITH RIR EOLSRBENZL TEVMMDHSBIR

- ECITEBIL TOBRHREIHWVBDOHINDHSIR
o« EEERENEICDVTEUTZL

FRETAT, M SRR A~ B - -

- BIR—A—FBREERRIIFEVED., BNIEFICEHOTULS
- M E S (CIEMN R R—I— 2B L TETLRH O
- MERRORELT. #ilgFREODHNIARE(CHECHEHO>TLD


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、全国で認知症サポーターの養成に取り組み当初６００万人が目標でした。
認知症に対する理解が深まり成果が有るとして、新オレンジプランでは８００万人とさらに高い目標となりっています。
　しかし、住民さんからは講習を受けたけどどのように活動してよいかわからないとか、何処に活動している仲間がいるのかわからない。
もっと認知症について学びたいという声が聞かれています。

一方市町村や、地域包括支援センターからは、サポーター養成講座は開いたが、それだけに終わっている。
地域活動に積極的なサポーターを組織化できていなかった。介護保険の見直しで、地域住民の力が本当に必要になっている。と言われています。
そこで今日のような取り組みが始まっているのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、これまで見てきたように今後地域ではみんなが安心して生活していくために、多様な主体による活動支援サービスの重層的な提供が求められています。
　身近で取り組みやすいところから活動していく事が大切です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、地域での認知症についての印象や体験を話し合っていただきました。
　今度は、安心して過ごしていくためには何が必要なのかを話し合いましょう。
また、前半の方でご紹介しましたが認知症は誰もがなりうる病気です。
自分が認知症になった時どうしてほしいのか、安心して過ごすためにどのような取り組みが必要なのかも話し合いましょう。
　そして、みなさんご自身でサポーターとして何ができそうでしょうか？

まず役割分担を決めましょう。司会と発表者です。
ルールは一緒です。少し書く時間を取ってから順番に発表し、張り付けてみましょう。
同じ意見の物は同じところに固めて分類すると分かりやすいくなると思います。時間は３５分間です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さてそろそろ時間です。
次に少し頭を休めて認知症サポーターの活動で先行的な取り組みをされている香川県綾川町の映像をご紹介します。
こちらをご覧ください。
【以下取り組みの説明】
綾川町では、介護予防ボランティアの養成講座で認知症サポーターも受講する仕組みになっています。
卒業後様々な活動班に分かれて活動しておられます。自分がやってみたい班に所属して活動しておられます。
認知症の方はもちろん支援されている方々の笑顔が印象的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、先行地域の動画を見ていただきました。
今まで考えたことをこれからまとめていきましょう。

明日からやってみたいこと、やれそうな事を今書いた付箋を活用して分類してみましょう。
動画を見てひらめいたことなどを付け加えてもよいです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような模造紙が用意してありますのでこちらに張り替えてください。
張り替える際に横軸は重要性、縦軸は取り組み易さで分類します。
　付箋の内容が取り組み易いものであれば上の方に、取り組み難い場合は下の方に
そして、重要と思えば右の方へ、あまり重要ではないと思えば左の方へ張り付けてください。
右上に重要で取り組み易い項目が来ると思います。
時間は１５分間です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そろそろまとめを終えてください。
ここまでお疲れ様でした。最後に成果を発表しましょう。
前に模造紙を持って出てきてください。
明日からなにができそうかも含めて発表してみましょう。
またどのような議論があったのか簡単に説明してください。
1グループ約3分ぐらいでお願いします。（4グループ設定）

【グループが多い場合は発表時間を短くするか、発表するグループを選抜して実施してください】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お疲れ様でした。
今日の議論を無駄にしないために
次に集まる日を決めましょう。

　お手元に認知症サポーターいきいき活動記というものを用意しました。
次に集まる時までに認知症に関する出来事や活動したことを書いてみましょう。
これを題材に今度また一緒に考えてみましょう。

【各地の現状に合わせて改変してください。】
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